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北
勢
線
九
〇
年
小
史 

 
 

 
 

 

西
羽 

晃 

 
 

（
一
） 

北
勢
線
が
出
来
る
ま
で 

 
 

北
勢
線
は
さ
さ
や
か
な
鉄
道
で
す
が
、
発
起
人
に
し
ろ
、
役
員
に

し
ろ
、
す
べ
て
地
元
の
桑
名
・
員
弁
郡
の
人
ば
か
り
が
出
資
し
て
、

即
ち
沿
線
住
民
に
よ
る
、
住
民
の
た
め
の
、
住
民
の
鉄
道
と
し
て
発

足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
地
元
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
育
ま
れ
て
き
た
鉄

道
で
す
。
そ
の
北
勢
線
の
前
身
で
あ
る
北
勢
鉄
道
が
開
通
し
て
、
平

成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
五
日
に
満
九
〇
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ま
し
た
。
現
在
で
は
珍
し
い
七
六
二
㍉
の
超
狭
軌
の
ま
ま
に
、
今
も

「
ガ
タ
ン
コ
ー
」
と
車
体
を
揺
ら
し
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

江
戸
時
代
の
員
弁
郡
は
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
桑
名
の
城
下
町

と
強
く
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
交
流
の
動
脈
は
員
弁
川
で
あ

り
、
濃
州
道
で
し
た
。
員
弁
川
に
は
高
瀬
舟
が
往
来
し
て
い
ま
し
た
。

明
治
に
な
っ
て
も
、
そ
の
構
図
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
文
明
の
利
器

と
し
て
、
人
力
車
や
馬
車
が
濃
州
道
に
登
場
し
て
き
ま
し
た
。
明
治

二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
に
は
阿
下
喜
―
桑
名
間
に
馬
車
が
一
日
一

往
復
し
ま
し
た
。 

『
続
員
弁
雑
誌
』 

 

『
東
員
町
史
』
上p808 

政
府
は
東
西
を
結
ぶ
幹
線
鉄
道
と
し
て
の
東
海
道
線
を
滋
賀
県
か

ら
岐
阜
県
ま
わ
り
の
路
線
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
東
海
道
線

関
ヶ
原
か
ら
四
日
市
港
へ
の
連
絡
線
設
置
を
四
日
市
の
稲
葉
三
右
衛

門
ら
が
明
治
十
六
年
五
月
に
陳
情
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
要
望
書
に

よ
れ
ば
関
ヶ
原
か
ら
山
越
え
し
て
員
弁
郡
に
入
り
、
員
弁
川
・
青
川
・

宇
賀
川
・
三
滝
川
な
ど
を
横
切
る
計
画
で
し
た
。
し
か
し
こ
の
要
望

は
採
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

「
公
文
録
」
（
『
四
日
市
市
史
』
史
料
編
近
代
Ⅱ
所
収p258

） 

別
の
コ
ー
ス
と
し
て
明
治
十
七
年
に
四
日
市
～
垂
井
間
の
濃
勢
鉄

道
を
民
間
鉄
道
と
し
て
四
日
市
の
稲
葉
や
桑
名
の
諸
戸
清
六
、
員
弁

郡
の
木
村
誓
太
郎
ら
に
よ
っ
て
設
立
を
申
請
し
ま
し
た
が
、
許
可
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

『
工
部
省
記
録
』
鉄
道
之
部
（
『
四
日
市
市
史
』
史
料
編
近
代
Ⅱ
所
収p266

） 
 

『
工
部
省
記
録
』
鉄
道
之
部
（
『
三
重
県
史
』
資
料
編
近
代
３
所
収p350

） 

約
十
年
ほ
ど
を
経
て
、
員
弁
郡
で
は
鉄
道
を
求
め
る
声
が
出
て
き

て
、
勢
越
鉄
道
の
認
可
申
請
が
明
治
二
十
九
年
二
月
五
日
付
で
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
発
起
人
は
阿
下
喜
村
の
稲
垣
専
八
・
林
稲
太
郎
、

治
田
村
の
小
森
久
郎
ら
で
し
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
四
日
市
か
ら
保
々

村
・
梅
戸
井
村
・
大
泉
原
村
（
楚
原
）
・
阿
下
喜
村
を
経
て
、
東
海
道

線
関
ヶ
原
駅
に
至
る
路
線
で
す
。 

『
稲
垣
晴
彦
家
文
書
（
『
四
日
市
市
史
』
史
料
編
近
代
Ⅱ
所
収p267

） 

『
第
八
回
鉄
道
会
議
議
事
速
記
録
』
第
五
号 

『
北
勢
町
史
』p589 

こ
の
勢
越
鉄
道
と
楚
原
で
連
絡
し
て
桑
名
に
至
る
北
勢
鉄
道
も
計

画
さ
れ
、
明
治
二
十
九
年
四
月
十
日
付
で
申
請
が
出
さ
れ
、
そ
の
発

起
人
に
は
勢
越
鉄
道
と
同
じ
稲
垣
・
林
・
小
森
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、

大
阪
の
資
本
家
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
勢
越
鉄
道
も
北
勢
鉄

道
も
許
可
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

『
第
八
回
鉄
道
会
議
議
事
速
記
録
』
第
五
号 
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『
伊
勢
新
聞
』
明
治
二
九
・
七･

三 
 

一
般
の
鉄
道
は
膨
大
な
初
期
投
資
が
か
か
り
ま
す
。
よ
ほ
ど
交
通

量
が
多
い
と
こ
ろ
で
な
い
と
経
営
は
困
難
で
し
た
か
ら
、
各
地
で
鉄

道
は
計
画
倒
れ
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
レ
ー
ル
幅
七
六
二
㍉
で

設
備
の
軽
易
な
鉄
道
が
考
え
出
さ
れ
て
、
明
治
四
十
年
頃
か
ら
急
速

に
軽
便
鉄
道
の
熱
が
高
ま
り
ま
し
た
。 

 
 

 

明
治
三
十
九
年
に
員
弁
郡
選
出
の
県
会
議
員
石
井
四
郎
（
阿
下
喜

村
）
ら
が
軽
便
鉄
道
の
敷
設
の
声
を
上
げ
、
同
年
十
二
月
十
日
に
員

弁
郡
村
長
会
は
満
場
一
致
で
設
置
を
決
議
し
ま
し
た
。
翌
四
十
年
に

桑
名
員
弁
両
郡
の
有
志
で
話
が
進
め
ら
れ
、
資
本
金
を
二
〇
万
円
と

し
て
、
桑
名
町
で
一
五
万
円
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
当
時
の
桑
名
町
で
の
大
資
産
家
で
あ
る
諸
戸
家
と
貝
塚
家
は

参
加
を
固
辞
し
ま
し
た
。
も
し
桑
名
町
か
ら
の
出
資
が
な
け
れ
ば
、

四
日
市
か
ら
菰
野
を
経
て
、
阿
下
喜
に
至
る
鉄
道
も
考
慮
さ
れ
ま
し

た
が
、
結
局
は
諸
戸
・
貝
塚
家
を
除
い
た
桑
名
の
有
力
者
の
出
資
が

決
り
ま
し
た
。 

『
三
重
新
聞
』
明
治
四
〇
・
二
・
一
三 

諸
戸
・
貝
塚
家
は
全
国
的
な
大
規
模
の
鉄
道
に
投
資
し
て
い
る
大

資
本
家
で
あ
り
、
地
方
の
弱
小
鉄
道
へ
の
投
資
は
危
険
性
が
大
き
い

と
見
た
の
で
し
ょ
う
か
。
員
弁
郡
で
も
有
力
者
の
木
村
誓
太
郎
が
参

加
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
木
村
も
大
鉄
道
へ
投
資
し
て
い
ま
す
し
、
同

じ
こ
ろ
に
四
日
市
・
米
原
間
の
鉄
道
計
画
の
発
起
人
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
鉄
道
は
米
原
か
ら
多
賀
・
員
弁
郡
山
口
・
阿
下
喜
・
梅
戸

井
を
経
て
四
日
市
に
い
た
る
鉄
道
で
、
別
に
梅
戸
井
か
ら
桑
名
ま
で

の
支
線
を
敷
設
す
る
も
の
で
す
。 

 

『
伊
勢
新
聞
』
明
治
四
〇
・
二
・
一
四 

 

明
治
四
十
三
年
四
月
二
十
一
日
公
布
の
軽
便
鉄
道
法
に
も
と
づ
き
、

四
十
四
年
三
月
二
十
日
付
で
北
勢
鉄
道
株
式
会
社
敷
設
免
許
申
請
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
大
山
田
村
（
関
西
線
桑
名
駅

所
在
地
）
か
ら
阿
下
喜
村
ま
で
の
軽
便
鉄
道
で
す
。
そ
の
発
起
人
は

二
三
名
で
、
桑
名
町
で
は
伊
藤
紀
兵
衛
・
佐
藤
信
之
助
・
平
野
助
右

衛
門
・
松
平
家
晃
・
清
水
久
六
・
山
口
龍
三
・
伊
藤
紀
三
郎
・
田
中

為
吉
・
梶
島
茂
吉
・
桑
原
彦
太
郎
・
寺
本
久
蔵
・
広
瀬
与
左
衛
門
・

岡
村
清
兵
衛
・
竹
内
弥
左
衛
門
・
水
谷
吉
兵
衛
の
一
五
名
で
、
諸
戸
・

貝
塚
を
除
い
た
桑
名
町
の
有
力
な
町
衆
で
し
た
。
員
弁
郡
で
は
阿
下

喜
村
の
稲
垣
専
八
・
石
井
四
郎
、
笠
田
村
の
和
波
鉱
太
郎
・
和
波
久

右
衛
門
、
大
泉
原
村
の
市
川
理
須
計
・
田
中
侑
三
、
神
田
村
の
伊
藤

幸
太
郎
、
稲
部
村
の
藤
田
平
太
郎
で
し
た
。
こ
ち
ら
も
木
村
家
を
除

い
た
員
弁
郡
の
有
力
者
で
す
。 

 

「
北
勢
鉄
道
敷
設
免
許
申
請
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

 

申
請
が
出
さ
れ
た
明
治
四
十
四
年
三
月
当
時
に
は
富
田
鉄
道
が
敷

設
申
請
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
富
田
鉄
道
の
予
定
路
線
は
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
が
、
員
弁
川
を
越
え
て
稲
部
村
か
ら
阿
下
喜
に
達
す
る
よ

う
で
、
北
勢
鉄
道
と
競
合
し
ま
す
。
双
方
が
話
し
合
い
の
結
果
、
稲

部
村
付
近
で
双
方
が
連
絡
し
、
稲
部
村
か
ら
阿
下
喜
間
は
北
勢
鉄
道

と
す
る
こ
と
で
和
解
が
成
立
し
て
、
和
解
届
が
同
年
九
月
二
十
五
日

付
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
で
検
討
の
結
果
富
田
鉄
道
は
申
請
が

却
下
さ
れ
、
四
十
五
年
一
月
十
六
日
付
で
北
勢
鉄
道
に
免
許
が
下
付

さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
覚
書
」
・
「
和
解
届
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

 

「
軽
便
鉄
道
敷
設
免
許
申
請
書
進
達
副
申
」
（
『
三
重
県
史
』
資
料
編
近
代
３
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所
収p676

） 
 

 
『
官
報
』
明
治
四
五
・
一
・
一
九 

そ
の
後
明
治
四
十
五
年
七
月
二
十
五
日
付
で
創
立
委
員
長
伊
藤
紀

兵
衛
か
ら
発
起
人
追
加
届
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
顔
ぶ
れ
は
桑

名
町
九
名
、
桑
名
郡
益
生
村
二
名
、
在
良
村
一
名
、
員
弁
郡
久
米
村
・

白
瀬
村
・
大
泉
村
・
丹
生
川
村
各
一
名
で
す
。
沿
線
で
あ
る
七
和
村
・

山
郷
村
か
ら
は
な
ぜ
か
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。 

「
発
起
人
追
加
届
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

免
許
許
可
が
下
り
た
こ
と
に
よ
り
、
株
式
の
募
集
が
行
わ
れ
、
会

社
設
立
の
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
正
元
年
（
明
治
四
十
五
＝

一
九
一
二
）
八
月
十
日
に
資
本
金
二
五
万
円
の
北
勢
鉄
道
株
式
会
社

が
設
立
さ
れ
、
取
締
役
は
桑
名
町
の
伊
藤
紀
兵
衛
・
横
田
太
一
郎
・

松
平
家
晃
・
梶
島
茂
吉
・
河
瀬
文
蔵
・
松
本
長
蔵
、
員
弁
郡
阿
下
喜

村
稲
垣
専
八
・
神
田
村
伊
藤
幸
太
郎
・
大
泉
原
村
田
中
侑
三
・
笠
田

村
和
波
鉱
太
郎
で
、
社
長
は
伊
藤
紀
兵
衛
、
専
務
は
稲
垣
専
八
で
し

た
。
監
査
役
は
桑
名
町
の
岡
村
清
兵
衛
・
広
瀬
与
左
衛
門
・
清
水
久

六
・
寺
本
久
蔵
・
佐
藤
正
治
郎
、
桑
名
郡
木
曽
岬
村
白
木
弓
弦
、
員

弁
郡
久
米
村
中
川
肇
・
大
泉
原
村
市
川
理
須
計
・
稲
部
村
藤
田
平
太

郎
・
東
藤
原
村
近
藤
寿
敏
で
し
た
。
白
木
と
近
藤
は
沿
線
で
な
く
、

発
起
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
監
査
役
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
会
社
設
立
届
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

会
社
設
立
と
平
行
し
て
、
用
地
買
収
も
行
わ
れ
、
大
正
元
年
中
に

は
路
線
も
ほ
ぼ
固
ま
り
、
翌
二
年
五
月
三
日
午
前
十
一
時
に
桑
名
駅

の
東
で
、
三
重
県
知
事
ら
二
〇
〇
人
余
が
出
席
し
て
、
起
工
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。 

 

『
伊
勢
新
聞
』
大
正
二
・
五
・
五 

  

（
二
） 

北
勢
鉄
道
の
開
通 

 
 

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
四
月
十
八
日
か
ら
桑
名
別
院
（
本
統
寺
）

で
親
鸞
上
人
六
百
五
十
回
遠
忌
が
行
わ
れ
る
の
に
間
に
合
わ
す
た
め
、

北
勢
鉄
道
の
工
事
を
四
月
一
日
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
よ
う
に
急
ぎ
ま

し
た
。
当
初
は
桑
名
か
ら
北
大
社
ま
で
の
予
定
で
し
た
が
、
楚
原
ま

で
を
開
通
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
四
月

二
日
か
ら
検
査
を
受
け
、
一
部
に
は
未
完
成
の
部
分
も
あ
る
が
、
運

行
は
出
来
る
と
の
検
査
報
告
書
が
同
四
日
に
提
出
さ
れ
、
同
日
午
後

六
時
に
営
業
開
始
許
可
が
政
府
の
鉄
道
院
か
ら
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
復
命
書
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

 

『
伊
勢
新
聞
』
大
正
三
・
四
・
六 

大
正
三
年
四
月
五
日
、
大
山
田
・
楚
原
両
駅
か
ら
一
番
列
車
が
発

車
し
ま
し
た
。
蒸
気
機
関
車
は
三
輌
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
オ
ー
レ
ン
ス

タ
イ
ン
コ
ッ
ペ
ル
、
ア
ー
サ
ー
コ
ッ
ペ
ル
社
の
新
造
で
あ
り
、
客
貨

車
は
堺
梅
鉢
工
場
製
の
新
造
で
、
当
面
は
客
車
五
輌
・
無
蓋
貨
車
六

輌
で
し
た
。 

 

「
復
命
書
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

 

『
官
報
』
大
正
三
・
四
・
九 

 
停
車
場
は
大
山
田
（
現
西
桑
名
）
・
馬
道
・
七
和
・
北
大
社
・
楚
原

で
、
七
和
と
北
大
社
で
は
列
車
行
違
い
が
出
来
、
馬
道
に
は
貨
物
側

線
が
あ
り
ま
し
た
。
停
留
場
は
西
別
所
・
蓮
花
寺
・
在
良
・
坂
井
橋
・

星
川
・
穴
太
・
六
把
野
・
大
木
・
大
泉
・
長
宮
・
畑
新
田
で
し
た
。
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停
車
場
に
は
各
列
車
と
も
止
り
ま
し
た
が
、
停
留
場
で
は
乗
降
客
が

あ
る
場
合
の
み
止
り
ま
し
た
。
停
留
場
の
う
ち
坂
井
橋
の
み
は
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
停
留
場
に
は
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
が
な
く
、
地
面
か
ら
五
〇
㌢
ほ
ど
の
高
さ
を
乗
り
込
ま
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
老
人
・
女
性
・
子
供
に
は
困
難
で
あ
る
と
、
検
査
報

告
書
で
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

 

「
復
命
書
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

 

大
山
田
・
楚
原
双
方
と
も
午
前
五
時
五
十
分
発
が
始
発
で
、
午
後

七
時
〇
五
分
発
が
終
列
車
で
し
た
。
所
要
時
間
は
約
一
時
間
で
し
た
。

一
日
一
一
往
復
し
ま
し
た
が
、
不
定
期
列
車
が
二
往
復
予
定
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

「
列
車
運
転
時
刻
表
」 

 

初
め
て
鉄
道
に
乗
る
人
も
い
る
の
で
、
会
社
で
は
時
刻
表
に
乗
車

の
心
得
を
書
い
て
配
布
し
て
い
ま
す
。
そ
の
心
得
は
次
の
よ
う
で
す
。 

 

㈠
必
ず
発
車
時
間
よ
り
少
し
く
前
に
行
き
、
切
符
を
買
求
め
、
慌

て
騒
が
ざ
る
の
余
裕
を
存
し
て
失
敗
せ
ぬ
こ
と 

 

㈡
預
け
入
手
荷
物
の
外
、
自
身
携
帯
し
て
車
室
に
入
る
物
品
は
成

る
べ
く
一
つ
に
纏
め
、
幾
つ
に
も
分
け
持
た
ざ
る
を
好
し
と
す
。

必
ず
棚
又
は
腰
掛
の
下
に
置
き
、
他
に
迷
惑
を
懸
け
ぬ
こ
と 

 

㈢
濫
り
に
汽
車
の
窓
よ
り
首
を
出
し
、
唾
を
吐
き
な
ど
す
べ
か
ら

ず
、
又
無
暗
に
物
を
抛
り
棄
て
ぬ
こ
と 

 

㈣
座
席
は
乗
客
の
込
み
合
は
ぬ
時
に
て
も
漫
り
に
広
く
取
る
べ
か

ら
ず
、
込
み
合
ふ
時
は
必
ら
ず
老
人
子
供
に
席
を
譲
る
こ
と 

 

㈤
切
符
は
財
布
と
共
に
内
懐
に
入
る
べ
く
、
帽
子
等
に
挿
む
な
ど

ハ
イ
カ
ラ
の
真
似
を
為
し
紛
失
し
て
大
騒
ぎ
を
せ
ぬ
こ
と 

 

㈥
酒
に
酔
ひ
睡
眠
し
て
乗
越
を
せ
ぬ
こ
と 

 

㈦
車
を
下
る
時
は
必
ず
（
ア
ト
ミ
ヨ
ソ
ワ
カ
）
と
云
ふ
呪
文
を
称

ふ
る
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
乗
車
の
心
得
」
（
『
員
弁
の
姿
』
所
収
） 

ハ
イ
カ
ラ
な
真
似
を
し
て
切
符
を
失
わ
ぬ
こ
と
に
は
、
思
わ
ず
笑
い

そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
で
も
十
分
に
通
用
す
る
注
意
が
並
ん
で

い
ま
す
。 

  

開
通
祝
賀
式
を
大
正
三
年
四
月
十
一
日
に
桑
名
で
、
十
二
日
に
員

弁
で
行
う
予
定
で
し
た
が
、
十
一
日
午
前
二
時
に
皇
太
后
陛
下
が
逝

去
さ
れ
た
た
め
、
急
に
取
り
止
め
と
な
り
ま
し
た
。 

『
名
古
屋
新
聞
』
大
正
三
・
四
・
一
三 

開
通
を
記
念
し
て
、
取
締
役
の
和
波
鉱
太
郎
（
下
笠
田
）
は
「
北

勢
鉄
道
唱
歌
」
を
作
詞
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、 

 
 

汽
笛
一
声
走
井
山 

愛
宕
の
楼
の
桜
花 

 
 

 

勇
む
馬
道
何
の
そ
の 

瞬
く
ひ
ま
に
西
別
所 

 
 

 

直
な
る
道
の
六
把
野
や 

か
ら
む
藤
川
駆
け
通
り 

 
 

 

競
う
馬
よ
り
尚
早
く 

進
む
猪
名
部
の
大
社 

 

行
け
ば
程
な
く
楚
原
に
て 

車
は
休
む
宮
の
腰 

 
 

 

郡
中
央
の
繁
華
の
地 

大
泉
原
に
着
き
に
け
り 

 
 

「
北
勢
鉄
道
唱
歌
」
（
『
員
弁
の
姿
』
所
収
） 

 
 

 
 

 
 

そ
の
頃
に
阿
下
喜
尋
常
高
等
小
学
校
の
修
学
旅
行
に
出
か
け
た

「
お
と
し
さ
ん
」
は
暗
い
う
ち
に
阿
下
喜
を
出
て
楚
原
ま
で
歩
い
て
、

生
れ
て
初
め
て
鉄
道
に
乗
り
ま
し
た
。
そ
の
感
動
を
次
の
よ
う
に
語

っ
て
い
ま
す
。 
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「
楚
原
の
駅
に
着
い
た
と
た
ん
に
び
っ
く
り
や
わ
な
。
目
の
前

に
真
っ
黒
い
壁
み
た
い
な
も
ん
が
立
っ
て
い
る
や
な
い
。
窓
が

つ
い
と
る
で
真
っ
黒
い
家
や
と
思
っ
た
な
。
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

に
出
る
と
、
そ
れ
が
三
つ
も
連
な
っ
と
っ
て
、
い
ち
ば
ん
前
の

箱
は
太
っ
と
い
煙
突
が
つ
い
と
っ
て
、
煙
を
も
く
も
く
吹
い
て

い
る
や
な
い
。
（
中
略
） 

突
然
、
ピ
ー
ッ
、
ポ
ッ
ポ
ー
ー
と
鳴
っ
て
び
っ
く
り
し
た
。

ガ
タ
ン
と
大
っ
き
く
ゆ
れ
た
ら
動
き
出
し
た
。
み
ん
な
あ
わ
て

て
坐
り
な
お
し
た
な
。 

 
 

窓
の
外
を
見
る
と
機
関
車
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
煙
が
も
う
も

う
と
流
れ
て
い
く
し
、
外
の
景
色
が
後
ろ
へ
後
ろ
へ
飛
ん
で
い

く
し
不
思
議
で
し
か
た
な
か
っ
た
」 

『
北
勢
線
を
語
る
』 

 

鉄
道
の
開
通
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
阿
下
喜
と
桑
名
間
を
運
転
し
て

い
た
馬
車
一
一
台
は
打
撃
を
受
け
、
阿
下
喜
―
楚
原
間
に
加
え
、
丹

生
川
方
面
へ
進
出
し
、
さ
ら
に
は
梅
戸
へ
も
進
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

『
伊
勢
新
聞
』
大
正
三
・
四
・
一
九 

北
勢
鉄
道
は
開
通
以
来
、
乗
降
客
は
ま
ず
ま
ず
で
、
営
業
成
績
も

好
調
で
し
た
。
し
か
し
、
第
二
期
工
事
で
あ
る
楚
原
―
阿
下
喜
間
の

着
工
に
つ
い
て
、
重
役
内
部
で
の
意
見
が
食
い
違
い
、
大
正
三
年
四

月
二
十
六
日
の
役
員
会
で
重
役
全
員
が
辞
表
を
提
出
す
る
異
常
な
事

態
に
陥
り
ま
し
た
。
創
立
に
不
参
加
だ
っ
た
桑
名
町
の
諸
戸
精
太
（
諸

戸
清
六
の
息
子
）
ま
た
は
北
大
社
の
木
村
秀
興
（
木
村
誓
太
郎
の
息

子
）
を
社
長
に
と
い
う
声
が
出
ま
し
た
。
五
月
十
五
日
に
臨
時
株
主

総
会
が
開
か
れ
、
伊
藤
紀
兵
衛
社
長
は
取
締
役
を
辞
任
し
、
新
し
い

取
締
役
に
諸
戸
精
太
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
続
い
て
開
か
れ
た
役
員
会

で
社
長
は
当
分
欠
員
と
し
、
代
表
者
と
し
て
取
締
役
会
長
に
諸
戸
精

太
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

『
名
古
屋
新
聞
』
大
正
三
・
四
・
二
六 

 

『
伊
勢
新
聞
』
大
正
三
・
四
・
二
九
、
五
・
一
、
五
・
一
〇
、
五
・
一
六 

 

五
・
一
七 

そ
の
後
、
大
正
三
年
十
二
月
十
八
日
に
開
か
れ
た
定
時
株
主
総
会

で
、
木
村
秀
興
が
監
査
役
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
諸
戸
・
木
村
と
い
う

桑
名
員
弁
を
代
表
す
る
有
力
者
を
迎
え
ま
し
た
が
、
内
紛
は
く
す
ぶ

り
続
け
ま
し
た
。
阿
下
喜
ま
で
の
延
長
資
金
の
調
達
と
償
還
方
法
に

つ
い
て
意
見
が
別
れ
て
、
員
弁
派
（
工
事
実
行
派
）
と
桑
名
派
（
延

期
派
）
と
の
対
立
と
な
り
ま
し
た
。
四
年
六
月
に
は
諸
戸
精
太
を
除

い
て
重
役
全
員
が
辞
表
を
提
出
し
、
さ
ら
に
は
会
長
の
諸
戸
も
持
株

を
手
離
し
、
重
役
と
し
て
の
資
格
を
失
い
、
再
び
重
役
全
員
が
不
在

の
有
様
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
工
事
中
で
あ
っ
た
大
山
田
と
桑

名
町
（
の
ち
桑
名
京
橋
と
改
称
）
間
が
完
成
し
、
開
通
す
る
ま
で
重

役
は
留
任
し
ま
し
た
。 

 

『
伊
勢
新
聞
』
大
正
三
・
一
二
・
二
〇 

『
伊
勢
新
聞
』
大
正
四
・
六
・
二
五
、
七
・
一
、
七
・
九
、
七
・
二
三 

 

「
商
業
登
記
変
更
届
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

 

大
正
四
年
八
月
五
日
に
桑
名
町
ま
で
の
開
通
を
済
ま
せ
て
、
す
ぐ

の
八
月
九
日
付
で
諸
戸
は
失
格
、
取
締
役
の
稲
垣
専
八
・
和
波
鉱
太

郎
・
伊
藤
幸
次
郎
・
田
中
郁
三
、
監
査
役
の
木
村
秀
興
・
市
川
理
須

計
・
藤
田
平
太
郎
・
近
藤
寿
敏
が
辞
任
し
、
改
め
て
取
締
役
に
稲
垣

専
八
・
伊
藤
幸
次
郎
・
田
中
郁
三
・
河
瀬
文
蔵
・
梶
島
茂
吉
・
横
田

太
一
郎
・
松
本
長
蔵
・
松
平
家
晃
、
監
査
役
に
岡
村
清
兵
衛
・
平
野

常
次
郎
・
清
水
久
六
・
白
木
弓
弦
・
近
藤
寿
敏
・
藤
田
平
太
郎
・
木
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村
秀
興
・
中
川
肇
・
市
川
理
須
計
が
就
任
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
同
月

十
四
日
付
で
取
締
役
に
和
波
鉱
太
郎
が
就
任
し
、
稲
垣
専
八
と
河
瀬

文
蔵
が
代
表
者
に
就
任
し
ま
し
た
。
一
年
あ
ま
り
続
い
た
重
役
間
の

内
紛
も
や
っ
と
落
ち
着
き
、
こ
こ
に
稲
垣
・
河
瀬
体
制
が
確
立
し
ま

し
た
。 

 

『
名
古
屋
新
聞
』
大
正
四
・
八
・
五 

 

『
官
報
』
大
正
四
・
八
・
一
七
、
八
・
一
七
附
録
、
八
・
二
四 

 

「
商
業
登
記
変
更
届
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

大
正
五
年
五
月
十
日
に
星
川
停
留
場
が
一
時
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
嘉
例
川
西
岸
と
濃
州
道
と
に
挟
ま
れ
た
狭
い
場
所
で
、
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
を
作
る
こ
と
が
難
し
く
、
当
分
の
間
乗
降
客
の
取
扱
い

を
中
止
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

「
停
留
場
一
時
廃
止
御
届
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

 

楚
原
か
ら
阿
下
喜
東
（
六
石
）
ま
で
は
大
正
五
年
八
月
六
日
に
開

通
し
ま
し
た
。
楚
原
と
阿
下
喜
東
間
に
は
上
笠
田
・
麻
生
田
停
留
場

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
楚
原
と
上
笠
田
間
に
あ
る
六
把
野
井
水
拱
橋

（
ね
じ
り
橋
）
に
は
「
大
正
四
年
十
一
月
十
三
日
著
工
、
大
正
五
年

七
月
十
五
日
竣
功
、
（
中
略
）
、
請
負
人
郡
竹
治
郎
」
の
銘
文
が
今
も

は
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
橋
は
土
木
史
研
究
委
員
会
編
の
『
日
本

の
近
代
土
木
遺
産
―
現
存
す
る
重
要
な
土
木
構
造
物
２
０
０
０
選
』

（
二
〇
〇
一
年
刊
）
に
選
ば
れ
、「
現
在
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
唯

一
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
ね
じ
り
ま
ん
ぼ
（
型
枠
整
形
が
不

揃
い
）
」
と
さ
れ
、
ラ
ン
ク
Ａ
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
郡
竹
治
郎
は

久
米
村
坂
井
の
人
で
、
楚
原
～
阿
下
喜
東
間
の
全
部
の
橋
梁
工
事
を

請
け
負
っ
て
お
り
、
同
年
九
月
二
日
に
北
勢
鉄
道
専
務
取
締
役
の
稲

垣
専
八
か
ら
感
謝
状
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
明
智
川
に
か
か
る
拱

橋
（
眼
鏡
橋
）
も
、
同
様
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
で
同
じ
時

に
造
ら
れ
ま
し
た
が
、
ラ
ン
ク
は
Ｂ
で
す
。 

『
官
報
』
大
正
五
・
八
・
一
二 

「
運
輸
営
業
開
始
届
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

「
感
謝
状
」
郡
茂
雄
所
蔵 

『
日
本
の
近
代
土
木
遺
産
―
現
存
す
る
重
要
な
土
木
構
造
物
２
０
０
０
選
』 

桑
名
～
阿
下
喜
東
間
を
所
要
約
一
時
間
二
〇
分
で
、
一
日
一
一
往

復
し
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ
蒸
気
機
関
車
に
よ
る
運
転
で
す
か
ら
、

終
点
の
阿
下
喜
東
駅
構
内
に
は
、
機
関
車
の
方
向
を
変
え
る
転
車
台
、

給
水
器
、
石
炭
台
、
車
庫
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

「
楚
原
阿
下
喜
東
間
線
路
敷
設
工
事
竣
功
御
届
報
告
」
（
鉄
道
院
文
書
） 

 

阿
下
喜
東
ま
で
の
開
通
式
は
大
正
五
年
十
一
月
十
九
日
に
盛
大
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
桑
名
町
・
大
山
田
両
停
車
場
で
は
、
紅
白
の
幕
を

張
り
、
提
灯
を
飾
り
、
緑
門
（
ア
ー
チ
）
を
建
て
ま
し
た
。
午
前
十

一
時
旧
桑
名
城
本
丸
で
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
五
百
余
名
の
来
賓
が
参

加
し
、
式
典
終
了
後
に
宴
席
が
あ
り
、
桑
名
芸
妓
二
百
余
名
が
余
興

に
手
踊
り
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
一
同
は
臨
時
列
車
で
阿
下
喜
東
ま

で
往
復
し
ま
し
た
。
桑
名
・
北
大
社
・
楚
原
・
阿
下
喜
等
で
は
二
輪

加
（
に
わ
か
）
・
万
歳
・
餅
投
げ
・
手
踊
り
・
大
神
楽
な
ど
の
余
興
が

あ
り
、
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
五
・
一
一
・
一
九 

 

『
名
古
屋
新
聞
』
大
正
五
・
一
一
・
二
〇 

 
 

阿
下
喜
東
駅
に
設
置
さ
れ
た
転
車
台
を
回
す
様
子
が
珍
し
く
て
、

近
所
の
子
ど
も
が
次
の
よ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。 

「
機
関
車
を
ま
わ
す
お
っ
ち
ゃ
ん
を
見
る
の
が
楽
し
い
の
で
し
た
。 

お
っ
ち
ゃ
ん
は
、
機
関
車
の
後
ろ
に
回
っ
て
あ
の
大
き
な
手
を
車 
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体
に
ぴ
っ
た
り
と
つ
け
る
よ
う
に
当
て
ま
す
。
お
っ
ち
ゃ
ん
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
っ
ち
を
見
て
ニ
コ
ッ
と
す
る
と
足
を
ゆ
っ
く
り
動
か
し
始
め
ま

し
た
。
機
関
車
は
動
き
出
し
ま
し
た
。
お
っ
ち
ゃ
ん
は
片
手
を
あ

げ
て
こ
ち
ら
を
向
い
て
振
り
ま
し
た
。
も
う
一
方
の
手
だ
け
で
動

か
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
し
げ
お
っ
ち
ゃ
ん
だ
け
が
で
き

る
の
で
す
。
し
げ
お
っ
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
時
は
、
二
人
か
三
人
、

時
に
は
四
人
も
か
か
っ
て
押
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
」 

『
北
勢
線
を
語
る
』 

 
 

（
三
） 

電
化
と
阿
下
喜
ま
で
の
開
通 

 
 

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
起
き
て
、
戦
争

景
気
と
な
る
と
共
に
物
価
は
高
騰
し
ま
し
た
。
北
勢
鉄
道
も
五
年
八

月
に
阿
下
喜
東
（
六
石
）
ま
で
開
通
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降
の
敷

設
工
事
費
が
高
く
な
り
、
経
費
の
見
通
し
が
困
難
と
な
り
、
七
年
に

敷
設
免
許
が
失
効
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
阿
下
喜
ま
で
の
開

通
が
当
初
の
約
束
で
あ
り
、
八
年
十
二
月
十
日
の
株
主
総
会
で
増
資

が
決
定
さ
れ
、
翌
九
年
三
月
一
日
に
倍
額
増
資
し
、
資
本
金
は
五
〇

万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

 

「
北
勢
鉄
道
阿
下
喜
東
阿
下
喜
間
工
事
竣
功
延
期
願
却
下
ノ
件
（
鉄
道
院
文

書
） 

 

「
株
式
申
込
書
」 

『
第
拾
七
回
営
業
報
告
書
』（
大
正
九
年
五
月
一
日
か
ら
同
年
十
月

三
十
一
日
ま
で
）
に
よ
り
ま
す
と
、
こ
の
期
間
の
総
乗
車
客
二
七
万

九
千
人
余
で
、
一
日
一
マ
イ
ル
平
均
運
輸
収
入
は
二
五
円
余
で
、
前

年
同
期
比
二
九
％
近
く
増
加
し
ま
し
た
。
総
収
入
は
五
八
、
〇
五
八

円
余
で
総
営
業
費
は
三
五
、
七
七
八
円
余
で
差
引
利
益
金
が
二
二
、

二
八
〇
円
余
と
な
り
ま
し
た
。
年
率
八
％
の
配
当
金
を
出
し
て
い
ま

す
。 

 

同
期
末
現
在
の
役
職
員
は
専
務
取
締
役
一
名
（
稲
垣
専
八
）
、
取
締

役
八
名
、
監
査
役
七
名
、
事
務
職
員
四
名
、
運
輸
職
員
一
九
名
、
機

関
車
職
員
一
五
名
、
保
線
職
員
一
四
名
、
建
築
技
師
一
名
、
合
計
六

九
名
で
し
た
。
保
有
車
輌
は
機
関
車
四
輌
、
客
車
七
輌
、
貨
車
一
五

輌
で
し
た
。 

 

大
正
九
年
十
一
月
三
十
日
現
在
の
株
主
は
六
七
五
人
で
、
員
弁
郡

が
四
六
三
人
・
五
六
〇
九
株
、
桑
名
町
一
六
八
人
・
三
二
八
七
株
、

桑
名
郡
が
三
三
人
・
八
一
四
株
、
三
重
郡
が
三
人
・
一
二
四
株
、
四

日
市
市
が
一
人
・
四
株
、
津
市
が
一
人
・
四
株
、
県
外
が
六
人
・
一

五
八
株
と
、
大
多
数
が
桑
名
員
弁
の
住
民
で
し
た
。
筆
頭
株
主
は
桑

名
町
の
伊
藤
紀
兵
衛
で
二
四
六
株
で
す
が
、
役
員
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。
第
二
位
の
株
主
は
阿
下
喜
の
稲
垣
専
八
で
二
二
〇
株
を
持
ち
、

専
務
取
締
役
で
代
表
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
桑
名
の
諸
戸

家
は
株
主
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
北
大
社
の
木
村
秀
興
は
一
〇

二
株
で
、
監
査
役
を
務
め
て
い
ま
す
。 

 

『
第
拾
七
回
営
業
報
告
書
』 

そ
の
後
、
代
表
者
た
る
専
務
取
締
役
稲
垣
専
八
が
大
正
十
四
年
八

月
一
日
に
死
亡
し
、
河
瀬
文
蔵
が
専
務
取
締
役
と
な
り
ま
し
た
が
、

彼
も
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
月
八
日
に
死
亡
し
、
同
月
十
九
日

に
社
長
兼
専
務
取
締
役
と
し
て
松
本
長
蔵
（
大
山
田
村
長
の
ち
西
桑
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名
町
長
）
が
就
任
し
ま
し
た
。 

『
第
弐
拾
七
回
、
弐
拾
八
回
、
参
拾
参
回
、
各
営
業
報
告
書
』 

北
勢
鉄
道
は
旅
客
輸
送
と
共
に
貨
物
輸
送
も
行
い
、
中
で
も
員
弁

川
の
砂
利
輸
送
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
無
蓋
貨
車
を

多
く
持
っ
て
い
ま
し
た
。
砂
利
を
積
み
込
む
た
め
に
便
利
な
よ
う
に
、

廃
止
し
て
い
た
星
川
停
車
場
を
貨
物
専
用
と
し
て
再
興
さ
せ
る
こ
と

に
し
、
昭
和
二
年
八
月
に
竣
工
し
、
同
年
九
月
か
ら
使
用
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
無
蓋
貨
車
四
輌
を
増
設
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
七
年

に
星
川
か
ら
員
弁
川
原
ま
で
砂
利
採
取
用
専
用
側
線
を
引
き
ま
し
た
。 

 

「
星
川
停
車
場
竣
功
ノ
件
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

 

「
新
設
停
車
場
竣
功
届
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

『
第
参
拾
壱
回
営
業
報
告
書
』（
昭
和
二
年
五
月
一
日
か
ら
同
年
十

月
三
十
一
日
）
に
よ
れ
ば
、
一
般
的
な
不
況
と
共
に
、
平
行
沿
線
に

乗
合
自
動
車
が
出
来
た
た
め
に
乗
客
が
奪
わ
れ
、
旅
客
収
入
は
前
年

同
期
比
で
約
三
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
砂
利
輸
送
が
増
加
し
、

貨
物
収
入
は
約
一
三
％
増
え
ま
し
た
。
総
収
入
は
六
九
、
七
三
〇
円

余
、
総
支
出
は
四
五
、
五
四
四
円
余
で
、
利
益
金
は
約
二
四
、
一
八

五
円
と
な
り
、
年
率
一
一
％
の
配
当
金
を
払
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

『
第
参
拾
壱
回
営
業
報
告
書
』 

平
行
沿
線
の
乗
合
自
動
車
と
は
、
昭
和
元
年
に
桑
名
ー
阿
下
喜
間

を
岩
瀬
自
動
車
が
運
行
さ
せ
た
も
の
で
、
北
勢
鉄
道
は
対
抗
し
て
阿

下
喜
東
―
阿
下
喜
間
に
無
料
自
動
車
を
往
復
さ
せ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。 

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
乗
合
自
動
車
が
各
地
に
普
及
す
る
よ

う
に
な
り
、
昭
和
四
年
末
こ
ろ
に
員
弁
地
方
で
は
次
の
よ
う
な
乗
合

自
動
車
路
線
が
あ
り
ま
し
た
。 

阿
下
喜
東
駅
―
立
田
村
字
古
田 

 
 

 

五
人
乗
二
台 

一
日
二
往
復 

阿
下
喜
東
駅
―
中
里
村
字
長
尾 

 
 

十
五
人
乗
一
台 

一
日
二
往
復 

阿
下
喜
東
駅
―
石
榑
村 

 
 

 
 

 
 

五
人
乗
二
台 

一
日
三
往
復 

梅
戸
村
字
梅
戸
―
四
日
市
駅 

 
 

 

十
二
人
乗
一
台 

一
日
四
往
復 

楚
原
駅
―
石
榑
村
東 

 
 

 
 

 
 

 

五
人
乗
一
台 

一
日
四
往
復 

大
泉
東
駅
―
梅
戸
村 

 
 

 
 

 
 

 

五
人
乗
一
台 

一
日
四
往
復 

 

『
員
弁
の
姿
』 

 
 

 
 

『
中
部
日
本
の
自
動
車
運
輸
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

乗
合
自
動
車
の
普
及
に
続
い
て
、
四
日
市
か
ら
員
弁
郡
に
至
る
藤

原
鉄
道
（
の
ち
の
三
岐
鉄
道
）
敷
設
申
請
が
昭
和
二
年
十
一
月
に
提

出
さ
れ
、
北
勢
鉄
道
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
藤
原
鉄
道
の
大
き
な
目
的
は
藤
原
岳
の
石
灰
石
を
利
用

し
た
セ
メ
ン
ト
を
輸
送
す
る
こ
と
で
し
た
。
小
野
田
セ
メ
ン
ト
会
社

は
二
年
九
月
に
東
藤
原
村
の
石
灰
山
を
取
得
し
、
工
場
を
建
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
工
場
の
進
出
に
よ
り
、
近
く
の
阿
下
喜
が

繁
華
な
町
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
北
勢
鉄
道
の

阿
下
喜
ま
で
の
開
通
が
急
務
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

「
藤
原
鉄
道
敷
設
免
許
申
請
書
」
「
藤
原
鉄
道
開
業
ニ
ヨ
ル
北
勢
鉄
道
ノ
打

撃
」
（
鉄
道
省
文
書
『
三
重
県
史
』
資
料
編
近
代
３
産
業
・
経
済
編p894 

 

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
二
・
七
・
一
五 

『
北
勢
町
史
』p600 

本
来
北
勢
鉄
道
は
阿
下
喜
の
中
心
部
ま
で
を
目
的
と
し
て
、
員
弁

郡
各
村
か
ら
の
協
力
を
得
て
創
立
し
て
お
り
、
昭
和
三
年
十
二
月
二

十
一
日
付
で
、
阿
下
喜
ま
で
の
開
通
を
要
望
す
る
陳
情
書
が
、
阿
下

喜
以
西
の
各
村
の
村
長
と
阿
下
喜
商
工
会
長
・
白
瀬
商
工
会
長
連
名

で
、
北
勢
鉄
道
の
松
本
長
蔵
社
長
兼
専
務
宛
て
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
北
勢
鉄
道
は
同
月
二
十
九
日
付
で
鉄
道
大
臣
宛
て
に

路
線
延
長
免
許
申
請
を
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
輸
送
力
強
化
の
た
め
に
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全
線
電
化
し
て
近
代
化
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
延
長
工
事
は
入
札

に
よ
り
東
京
市
の
橋
本
組
が
請
負
い
、
五
年
五
月
二
十
日
か
ら
開
始

さ
れ
ま
し
た
。 

『
北
勢
町
史
』p601 

「
地
方
鉄
道
線
路
延
長
免
許
申
請
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

「
第
参
拾
七
回
営
業
報
告
書
」 

阿
下
喜
駅
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
会
社
側
は
員
弁
川
橋
付
近

と
決
定
し
ま
し
た
が
、
治
田
方
面
か
ら
の
人
が
商
店
街
を
通
ら
な
く

な
る
と
阿
下
喜
商
工
会
で
は
反
対
し
ま
し
た
。
し
か
し
反
対
運
動
が

激
し
く
な
る
な
ら
、
会
社
は
工
事
を
取
り
止
め
る
と
強
硬
な
態
度
を

示
し
て
い
ま
す
。 

『
伊
勢
新
聞
』
昭
和
四
・
七
・
二 

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
四
・
六
・
一
二
、
七
・
四 

昭
和
六
年
七
月
八
日
、
阿
下
喜
東
と
阿
下
喜
間
が
開
通
し
、
待
望

の
桑
名
町
―
阿
下
喜
間
が
全
通
し
、
阿
下
喜
東
停
車
場
は
位
置
を
ず

ら
し
て
六
石
停
車
場
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
全
線
電
化
さ
れ
、

一
日
三
〇
往
復
、
全
線
の
所
要
時
間
は
約
一
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

「
工
事
方
法
書
記
載
事
項
変
更
届
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
六
・
七
・
二 

『
官
報
』
昭
和
六
・
七
・
一
七 

北
勢
鉄
道
は
沿
線
地
域
の
開
発
を
目
指
し
、
昭
和
六
年
に
在
良
村

に
大
野
球
場
を
、
畑
新
田
に
競
馬
場
を
作
る
企
画
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
藤
原
岳
の
登
山
路
開
発
に
も
力
を
入
れ
、
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
に

は
四
割
引
の
切
符
を
発
売
し
て
い
ま
す
。
松
茸
シ
ー
ズ
ン
に
は
割
引

切
符
を
発
売
し
て
客
を
誘
致
し
て
い
ま
す
。 

 

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
四
・
九
・
二
七
、
六
・
九
・
一
六
、
六
・
一
一
・

一
三
、
七
・
一
二
・
一
四 

北
勢
鉄
道
が
阿
下
喜
ま
で
開
通
し
た
こ
ろ
の
阿
下
喜
は
活
気
溢
れ

る
町
で
し
た
。
昭
和
二
年
四
月
二
十
一
日
に
阿
下
喜
で
『
北
勢
朝
日

新
聞
』
が
創
刊
さ
れ
、
月
三
回
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
三
年
三
月
二
十

一
日
に
員
弁
郡
で
始
め
て
の
電
話
が
阿
下
喜
で
開
通
し
ま
し
た
。
四

年
三
月
十
日
に
阿
下
喜
村
は
町
制
を
施
行
し
阿
下
喜
町
と
な
り
ま
し

た
。
同
年
七
月
に
は
四
日
市
銀
行
（
現
三
重
銀
行
）
阿
下
喜
支
店
が 

開
店
し
ま
し
た
。
同
じ
こ
ろ
に
阿
下
喜
西
町
に
は
「
ビ
ル
」
と
呼
ば

れ
る
総
合
店
舗
（
百
貨
店
）
も
出
来
ま
し
た
。
八
年
に
阿
下
喜
本
町

通
り
が
北
へ
通
り
抜
け
る
よ
う
に
新
道
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

『
北
勢
町
史
』p619,611,805 

  

『
桑
名
・
員
弁
の
今
昔
』p114 

北
勢
鉄
道
で
は
昭
和
六
年
二
月
二
十
日
に
定
期
乗
合
自
動
車
を
兼

業
と
し
て
始
め
ま
し
た
。
桑
名
駅
前
か
ら
阿
下
喜
ま
で
で
、
一
日
六

往
復
、
所
要
時
間
は
一
時
間
、
新
フ
ォ
ー
ド
号
箱
型
八
人
乗
二
台
で

し
た
。
さ
ら
に
同
年
に
勢
濃
自
動
車
（
阿
下
喜
）
を
買
収
し
、
阿
下

喜
と
養
老
、
中
里
、
西
藤
原
間
の
乗
合
自
動
車
を
経
営
し
ま
し
た
。 

 
 

 

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
六
・
一
二
・
二
三 

 

「
第
参
拾
八
回
営
業
報
告
書
」 

 

（
四
） 

砂
利
事
業
の
拡
充
と
企
業
統
合 

 
現
在
の
Ｊ
Ｒ
桑
名
駅
は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
大
山
田

村
の
田
圃
の
中
に
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
駅
を
中
心
と
し
て
付
近
に

次
第
に
人
び
と
が
住
み
つ
き
、
大
山
田
村
は
人
口
が
飛
躍
的
に
増
え

て
き
て
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
二
月
十
一
日
に
西
桑
名
町
と
な
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り
ま
し
た
。
北
勢
鉄
道
の
駅
名
も
大
山
田
か
ら
西
桑
名
に
改
称
さ
れ

る
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
は
改
称
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
本
社
所
在
地
名
改
称
届
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

実
は
西
桑
名
町
が
誕
生
し
た
時
に
は
別
の
と
こ
ろ
に
西
桑
名
駅
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
伊
勢
電
気
鉄
道
（
現
在
の
近
鉄
名
古
屋
本
線
）

の
西
桑
名
（
現
益
生
）
駅
で
す
。
こ
の
駅
は
昭
和
四
年
一
月
三
十
日

に
開
通
し
た
駅
で
す
。
こ
の
地
は
当
時
は
益
生
村
で
し
た
の
に
、
な

ぜ
か
西
桑
名
駅
と
称
し
て
い
ま
す
。
こ
の
伊
勢
電
鉄
西
桑
名
駅
は
翌

五
年
四
月
一
日
ま
で
に
益
生
駅
と
改
称
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
北
勢

鉄
道
の
大
山
田
が
西
桑
名
と
改
称
し
た
の
は
昭
和
六
年
七
月
八
日
、
、

即
ち
阿
下
喜
ま
で
全
通
し
た
時
で
す
。 

上
野
結
城
「
伊
勢
電
気
鉄
道
史
」
（
Ⅹ
Ⅹ
） 

「
工
事
方
法
書
記
載
事
項
変
更
届
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

北
勢
鉄
道
は
砂
利
運
送
が
大
き
な
事
業
で
し
た
が
、
昭
和
六
年
か

ら
は
砂
利
採
取
も
兼
業
し
て
お
り
、
砂
利
採
取
機
械
船
を
持
ち
、
貨

物
自
動
車
で
の
砂
利
運
送
も
行
っ
て
い
ま
す
。
九
年
六
月
の
株
主
総

会
で
定
款
を
変
更
し
て
、
目
的
に
「
石
材
、
礫
砂
利
、
土
砂
ノ
採
取
・

販
売
並
ニ
埋
立
工
事
ノ
請
負
」
を
追
加
し
て
い
ま
す
。 

？ 「
商
業
登
記
変
更
届
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

『
官
報
』
昭
和
九
・
七
・
三
一 

昭
和
七
年
四
月
十
七
日
に
桑
名
町
内
に
国
道
一
号
線
の
新
路
線
が

開
通
し
ま
し
た
。
北
勢
鉄
道
の
線
路
が
国
道
を
横
断
す
る
こ
と
に
な

り
、
国
道
に
踏
切
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。 

「
西
桑
名
停
車
場
東
構
外
側
線
敷
設
認
可
申
請
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

昭
和
八
年
こ
ろ
、
政
府
は
東
海
道
線
の
関
ヶ
原
付
近
の
急
勾
配
を

避
け
る
た
め
、
桑
名
員
弁
を
経
由
し
て
滋
賀
県
近
江
八
幡
へ
抜
け
る

新
線
を
検
討
し
ま
し
た
。
桑
員
の
町
村
は
滋
賀
県
の
八
日
市
方
面
と

も
連
携
し
て
猛
烈
な
陳
情
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
北
勢
鉄
道
が
買
収

さ
れ
て
、
そ
の
路
線
が
新
線
に
転
換
さ
れ
る
と
の
思
惑
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
結
局
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
和
八
・
七
月
～
一
一
月 

昭
和
九
年
六
月
二
十
四
日
の
株
主
総
会
で
北
勢
鉄
道
株
式
会
社
を

北
勢
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
北
勢
電
鉄
）
と
社
名
を
変
更
を
決
議
し
、

同
月
二
十
七
日
付
で
登
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
二
年
こ
ろ
の
状
況
で

は
、
三
〇
分
間
隔
で
一
日
三
〇
往
復
し
て
い
ま
す
。
社
長
兼
専
務
取

締
役
は
松
本
長
蔵
、
取
締
役
は
稲
垣
専
八
・
伊
藤
幸
次
郎
・
和
波
久

衛
・
田
中
郁
三
・
松
平
家
晃
、
監
査
役
は
市
川
理
一
郎
・
岡
村
清
兵

衛
・
藤
田
平
太
郎
・
木
村
秀
興
・
平
野
栄
一
。
支
配
人
は
佐
藤
三
郎

で
、
従
業
員
は
一
〇
〇
名
で
し
た
。
大
株
主
は
三
一
四
株
の
佐
藤
信

之
助
、
二
二
〇
株
の
稲
垣
専
八
ら
で
し
た
。 

「
商
業
登
記
変
更
届
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

『
官
報
』
昭
和
九
・
七
・
三
一 

『
伊
勢
新
聞
』
昭
和
一
二
・
七
・
三
一
、
八
・
一
、
八
・
三 

株
式
配
当
は
大
正
末
か
ら
昭
和
の
初
期
は
年
一
〇
～
一
一
％
で
し

た
が
、
阿
下
喜
ま
で
の
延
長
と
全
線
電
化
の
た
め
に
昭
和
四
年
に
一

五
万
円
、
六
年
に
一
八
万
円
の
社
債
を
発
行
し
、
そ
の
返
済
の
た
め
、

七
年
か
ら
配
当
は
年
五
％
と
な
り
ま
し
た
。 

各
回
「
営
業
報
告
書
」 

昭
和
十
三
年
五
月
三
日
に
西
別
所
と
蓮
花
寺
と
の
間
に
稗
田
前
停

留
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

「
稗
田
前
停
留
場
新
設
の
件
」
（
鉄
道
省
文
書
） 
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日
本
は
昭
和
六
年
か
ら
中
国
大
陸
で
戦
争
し
て
い
ま
す
が
、
軍
備

増
強
に
応
じ
て
砂
利
の
需
要
も
飛
躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
砂
利
取
扱
の
設
備
増
強
に
努
め
て
い
ま
す
。
十
四
年
に
は
西
桑

名
駅
構
内
外
の
砂
利
積
替
施
設
の
一
段
の
増
強
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
申
請
理
由
書
に
よ
り
ま
す
と
、 

「
近
時
当
地
方
ヲ
中
心
ト
シ
テ
軍
飛
行
場
、
軍
需
ニ
関
ス
ル
工
場
、

並
ニ
鉄
道
・
道
路
等
ノ
新
設
又
ハ
改
良
工
事
ニ
使
用
ス
ル
砂
利
ノ

需
要
頓
ニ
増
加
シ
、
現
在
ノ
設
備
ニ
テ
ハ
其
ノ
荷
扱
ヲ
円
滑
ニ
遂

行
ス
ル
事
不
可
能
ト
相
成
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
今
般
之
等
設
備
ヲ
同
一

場
所
ニ
統
合
拡
張
シ
、
省
線
貨
車
積
替
並
ニ
自
動
車
ニ
依
ル
荷
扱

ヲ
便
利
且
経
済
的
ナ
ラ
シ
メ
、
尚
荷
扱
場
ニ
於
ケ
ル
貯
蔵
量
ヲ
大

ニ
シ
、
河
川
出
水
時
ノ
品
切
ヲ
緩
和
シ
（
中
略
）
。 

因
ニ
最
近
ニ
於
ケ
ル
砂
利
ノ
輸
送
数
量
次
ノ
如
シ 

 
 

昭
和
十
一
年
度 

 
 

 

六
六
、
一
〇
〇
頓 

 
 

昭
和
十
二
年
度 

 
 

 

七
四
、
二
五
〇
頓 

 
 

昭
和
十
三
年
度 

 
 

 

九
九
、
四
五
〇
頓 

 
 

昭
和
十
四
年
度 

 
 

一
二
〇
、
〇
〇
〇
頓
以
上
ノ
見
込
」 

三
年
ほ
ど
の
間
に
倍
近
い
需
要
増
加
を
見
込
ん
で
の
設
備
投
資
で
す
。

そ
し
て
砂
利
専
用
側
線
の
増
設
、
桟
橋
の
増
設
、
ホ
ッ
パ
ー
ビ
ン
の

新
設
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
輸
送
用
の
貨
車
も
不
足
し
て
十
四

年
に
無
蓋
貨
車
一
〇
輌
増
設
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

「
工
事
方
法
変
更
認
可
訂
正
申
請
書
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

「
貨
車
増
加
認
可
申
請
書
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

砂
利
採
取
場
で
あ
る
星
川
付
近
の
砂
利
を
取
り
尽
し
た
の
で
、
十

六
年
に
側
線
を
上
流
へ
さ
ら
に
一
九
〇
〇
㍍
伸
ば
し
、
さ
ら
に
車
輌

入
替
用
側
線
を
増
設
す
る
こ
と
を
図
っ
て
い
ま
す
。
同
年
こ
ろ
の
砂

利
の
主
な
供
給
先
は
四
日
市
海
軍
工
場
・
東
洋
ベ
ア
リ
ン
グ
桑
名
工

場
・
東
京
芝
浦
電
気
三
重
工
場
・
名
古
屋
陸
軍
工
廠
兵
器
廠
・
三
菱

発
動
機
製
作
所
大
曽
根
工
場
・
内
務
省
名
古
屋
土
木
出
張
所
枇
杷
島

工
事
場
・
名
古
屋
鉄
道
局
並
に
同
保
線
事
務
所
・
名
古
屋
鉄
道
・
関

西
急
行
鉄
道
で
し
た
。 

星
川
停
車
場
構
外
仮
線
使
用
期
限
延
伸
並
ニ
工
事
方
法
変
更
認
可
申
請
書
」

（
鉄
道
省
文
書
） 

戦
争
体
制
が
強
ま
る
と
と
も
に
電
力
不
足
が
生
じ
て
き
て
、
昭
和

十
五
年
十
一
月
か
ら
は
一
日
二
列
車
の
運
転
を
休
止
し
て
い
ま
し
た

が
、
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
元
通
り
の
一
日
六
〇
回
の
運
転
に
戻
り

ま
し
た
。
な
お
同
年
四
月
五
日
に
監
査
役
の
木
村
秀
興
が
死
亡
し
て

い
ま
す
。 

『
伊
勢
新
聞
』
昭
和
一
六
・
三
・
一 

「
第
五
拾
八
回
営
業
報
告
書
」 

昭
和
十
六
年
こ
ろ
か
ら
桑
名
駅
拡
張
運
動
が
行
な
わ
れ
、
北
勢
電

鉄
の
桑
名
駅
乗
入
れ
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
年
十
二
月
八
日
、

日
本
は
英
米
諸
国
を
相
手
に
戦
争
を
始
め
ま
し
た
。
戦
争
遂
行
の
た

め
に
あ
ら
ゆ
る
面
で
強
力
な
規
制
が
な
さ
れ
、
そ
の
一
つ
に
企
業
の

統
廃
合
が
政
府
の
命
令
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

『
伊
勢
新
聞
』
昭
和
一
七
・
一
・
一
七 

昭
和
十
七
年
十
二
月
二
十
日
に
、
北
勢
砂
利
興
業
株
式
会
社
が
設

立
さ
れ
、
北
勢
電
鉄
か
ら
砂
利
採
取
販
売
事
業
を
分
離
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
下
の
小
交
通
業
者
が
統
合
さ
れ
る
た
め
に
兼
業
部
門
を
切

り
離
す
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
会
社
の
社
長
は
伊
藤
幸
次

郎
（
北
勢
電
鉄
取
締
役
）
、
専
務
は
松
本
繁
一
（
松
本
長
蔵
の
息
子
）

で
、
そ
の
他
の
取
締
役
と
監
査
役
も
、
す
べ
て
北
勢
電
鉄
の
取
締
役
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と
監
査
役
で
あ
り
、
完
全
な
子
会
社
で
し
た
。
貨
物
自
動
車
事
業
も

分
離
さ
れ
て
、
新
設
の
三
重
陸
運
株
式
会
社
に
十
八
年
四
月
三
十
日

を
も
っ
て
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

『
三
重
経
済
年
鑑
』 

「
第
六
拾
弐
回
営
業
報
告
書
」 

昭
和
十
七
年
十
月
に
第
一
回
三
重
県
旅
客
自
動
車
運
輸
事
業
統
合

審
議
会
が
開
か
れ
、
三
重
県
下
の
小
交
通
業
者
が
全
部
合
併
す
る
方

針
を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
北
勢
電
鉄
と
三
岐
鉄
道
が
反
対
を
唱

え
ま
し
た
。
そ
の
紛
糾
の
最
中
に
社
長
の
松
本
長
蔵
が
十
八
年
四
月

一
日
に
死
亡
し
、
四
月
十
一
日
付
で
松
平
家
晃
が
社
長
に
、
佐
藤
三

郎
が
専
務
に
就
任
し
ま
し
た
。 

『
近
代
日
本
と
地
域
交
通
―
伊
勢
電
と
大
軌
系
（
近
鉄
）
資
本
の
動
向
』p330 

「
第
六
拾
弐
回
営
業
報
告
書
」 

昭
和
十
八
年
四
月
こ
ろ
に
馬
道
と
西
別
所
駅
の
本
屋
を
改
築
し
て

い
ま
す
。
そ
の
時
が
ど
う
か
判
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
の
馬
道
駅
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
の
上
屋
を
支
え
る
柱
に
は
「C

A
R

N
E

G
II 

1914

」
の

陽
刻
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
ア
メ
リ
カ
の

カ
ー
ネ
ギ
ー
製
の
レ
ー
ル
で
す
。
そ
の
レ
ー
ル
を
柱
と
し
て
再
利
用

し
て
い
ま
す
。
在
良
・
六
把
野
・
阿
下
喜
駅
な
ど
で
も
同
じ
柱
が
現

在
も
見
ら
れ
ま
す
。 

な
お
六
把
野
駅
は
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
三
月
二
十
五
日
を

も

っ

て

廃

止

さ

れ

、

駅

の

設

備

は

取

り

壊

さ

れ

ま

し

た

が

、

「C
A

R
N

E
G

II 
1914

」
の
刻
印
が
あ
る
一
部
は
東
員
町
郷
土
資
料

館
で
保
管
さ
れ
ま
し
た
。 

「
第
六
拾
弐
回
営
業
報
告
書
」 

の
ち
に
述
べ
る
合
併
前
の
実
質
的
な
最
終
決
算
で
あ
る
昭
和
十
八

年
五
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
『
第
六
拾
参
回
営
業

報
告
書
』
に
よ
れ
ば
、
収
入
の
内
訳
は
客
車
が
約
七
〇
％
、
貨
車
が

約
二
〇
％
、
旅
客
自
動
車
が
五
％
強
、
雑
収
入
が
五
％
弱
と
な
っ
て

い
ま
す
。
大
正
こ
ろ
と
較
べ
ま
す
と
、
貨
車
と
自
動
車
が
増
え
て
い

ま
す
。
同
年
十
一
月
三
十
日
現
在
の
役
員
は
取
締
役
社
長
が
松
平
家

晃
、
専
務
取
締
役
は
佐
藤
三
郎
、
取
締
役
は
伊
藤
幸
次
郎
・
稲
垣
専

八
・
和
波
久
衛
・
田
中
九
郎
・
松
本
繁
一
、
監
査
役
は
市
川
理
一
郎
・

岡
村
清
兵
衛
・
藤
田
平
太
郎
・
平
野
栄
一
・
木
村
重
郎
で
、
株
主
総

数
は
四
六
六
名
で
し
た
。
持
株
数
は
桑
名
郡
市
が
二
七
三
七
株
、
員

弁
郡
は
六
七
七
九
株
、
そ
の
他
が
四
八
四
株
、
合
計
一
万
株
で
し
た
。

大
正
こ
ろ
と
較
べ
ま
す
と
、
員
弁
郡
の
持
株
比
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

「
第
六
拾
参
回
営
業
報
告
書
」 

大
正
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
乗
車
客
数
は
昭
和
五
～
七
年
こ
ろ

の
不
況
で
一
時
減
少
し
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
増
加
を
続
け
、
戦
争
が
進

む
に
つ
れ
て
激
増
し
て
い
ま
す
。 

 

大
正
十
四
年
度 

 
 

 

六
四
五
、
九
〇
〇
人 

 

昭
和 

四
年
度 

 
 

 

七
五
六
、
〇
九
〇
人 

 
 

 
 

七
年
度 

 
 

 

六
六
四
、
九
五
八
人 

 
 

 
 

十
年
度 

 
 

 

七
三
〇
、
二
五
八
人 

 
 

 

十
四
年
度 

 

一
、
〇
四
〇
、
一
三
四
人 

 
 

 

十
七
年
度 

 

二
、
一
四
八
、
二
〇
四
人 

 
 

（
各
回
「
営
業
報
告
書
」
、
各
年
度
は
五
月
一
日
か
ら
翌
年
四
月
三
十
日
ま

で
） 

 
（
五
） 

戦
中
戦
後
の
三
重
交
通
北
勢
線 
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北
勢
電
鉄
は
利
益
率
も
抜
群
に
よ
く
て
、
合
併
は
株
主
の
利
益
を

損
な
う
た
め
に
最
後
ま
で
異
論
を
唱
え
ま
し
た
が
、
国
策
遂
行
上
と

い
う
政
府
の
方
針
で
、
仕
方
な
く
合
併
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

合
併
条
件
は
一
対
一
の
合
併
で
す
が
、
旧
北
勢
電
鉄
株
の
配
当
比
率

は
九
％
と
す
る
こ
と
に
し
て
他
社
株
よ
り
も
有
利
な
条
件
で
妥
結
し

ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
十
二
月
二
十
四
日
に
合
併
会

社
は
一
斉
に
株
主
総
会
を
開
き
、
合
併
を
決
議
し
ま
し
た
。
北
勢
電

鉄
の
株
主
総
会
で
は
、
株
主
か
ら
「
決
シ
テ
妥
当
ナ
ル
合
併
条
件
ト

ハ
認
メ
難
キ
ニ
、
時
局
ノ
要
請
ニ
応
ス
ル
タ
メ
ニ
ハ
敢
テ
犠
牲
ヲ
モ

忍
従
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
時
期
ニ
シ
テ
（
後
略
）
」（
「
第
六
拾
参
回
定
時

株
主
総
会
議
事
録
」
）
と
の
声
が
聞
か
れ
、
止
む
を
得
ず
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
合
併
し
た
会
社
の
業
績
は
次
の
通
り
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

最
近
一
ケ
年
の
利
益
率 

 
 

最
近
の
配
当
率
（
年
） 

 
 

 

 
 

神
都
交
通 

 
 

 
 

 
 

一
二
％ 

 
 

 
 

 
 

八
％ 

 
 

北
勢
電
気
鉄
道 

 
 

 
 

二
七
％ 

 
 

 
 

 
 

九
％ 

 
 

三
重
鉄
道 

 
 

 
 

 
 

一
二
％ 

 
 

 
 

 
 

七
％ 

 
 

三
重
乗
合
自
動
車 

 
 

 
 

九
％ 

 
 

 
 

 
 

七
％ 

 
 

松
阪
電
気
鉄
道 

 
 

 
 

一
一
％ 

 
 

 
 

 
 

八
％ 

 
 

志
摩
電
気
鉄
道 
 

 
 

 

一
一
％ 

 
 

 
 

 
 

七
％ 

 
 

伊
賀
自
動
車 
 

 
 

 
 

 

八
％ 

 
 

 
 

 
 

六
％ 

 

「
第
六
拾
参
回
定
時
株
主
総
会
議
事
録
」 

「
会
社
合
併
認
可
申
請
書
」（
鉄
道
省
文
書
『
三
重
県
史
』
資
料
編
近
代
３
産

業
・
経
済p1179 

昭
和
十
九
年
二
月
十
一
日
紀
元
節
に
新
会
社
「
三
重
交
通
株
式
会

社
」
が
発
足
し
、
北
勢
電
鉄
の
路
線
は
三
重
交
通
北
勢
線
と
な
り
ま

し
た
。
本
社
は
津
に
、
県
下
八
ヵ
所
に
支
社
が
置
か
れ
、
桑
名
支
社

長
に
佐
藤
三
郎
（
前
北
勢
電
鉄
専
務
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
国
策
と

は
言
え
、
政
府
の
強
制
的
圧
力
に
よ
り
、
沿
線
住
民
の
資
本
と
経
営

に
よ
る
鉄
道
と
し
て
三
〇
年
親
し
ま
れ
て
き
た
北
勢
鉄
道
（
北
勢
電

鉄
）
の
名
前
は
消
え
ま
し
た
。
ま
た
県
下
の
小
交
通
機
関
の
う
ち
三

岐
鉄
道
の
み
が
単
独
の
会
社
と
し
て
残
り
、
安
濃
鉄
道
と
桑
名
電
気

軌
道
の
二
社
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 

『
伊
勢
新
聞
』
昭
和
一
九
・
二
・
一
二 

 

北
勢
線
の
運
賃
は
昭
和
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
四
・
五
％
値
上
げ

さ
れ
ま
し
た
。
桑
名
町
か
ら
の
運
賃
は
西
桑
名
・
馬
道
ま
で
五
銭
、

西
別
所
・
稗
田
前
ま
で
一
〇
銭
、
蓮
花
寺
・
在
良
・
坂
井
橋
ま
で
一

五
銭
、
星
川
・
七
和
ま
で
二
〇
銭
、
穴
太
・
六
把
野
ま
で
二
五
銭
、

北
大
社
ま
で
三
〇
銭
、
大
木
・
大
泉
東
・
長
宮
ま
で
三
五
銭
、
畑
新

田
・
楚
原
ま
で
四
〇
銭
、
上
笠
田
ま
で
四
五
銭
、
麻
生
田
・
六
石
ま

で
五
〇
銭
、
阿
下
喜
ま
で
七
〇
銭
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
七
月
に
電

力
事
情
な
ど
に
よ
り
、
稗
田
前
・
星
川
・
大
木
・
畑
新
田
の
駅
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。 

『
伊
勢
新
聞
』
昭
和
一
九
・
四
・
一 

『
２
０
年
の
歩
み
』p42 

 

昭
和
二
十
年
に
入
り
ま
す
と
、
日
本
全
土
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
爆
撃

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
都
会
に
続
い
て
中
都
市
、
さ
ら

に
小
都
市
へ
と
爆
撃
が
行
わ
れ
、
桑
名
市
も
遂
に
同
年
七
月
十
七
日

午
前
一
時
こ
ろ
か
ら
九
四
機
の
攻
撃
機
に
よ
り
焼
夷
弾
攻
撃
う
け
ま

し
た
。
暗
闇
の
中
を
北
勢
線
の
線
路
を
走
っ
て
員
弁
方
面
へ
と
逃
げ

る
人
も
い
ま
し
た
。
一
週
間
後
の
二
十
四
日
午
前
十
一
時
こ
ろ
か
ら

一
一
三
機
が
桑
名
市
に
爆
弾
を
投
下
し
ま
し
た
。
こ
の
二
回
を
含
め
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て
一
連
の
爆
撃
で
、
桑
名
市
の
中
心
部
は
九
一
％
が
被
害
を
受
け
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
北
勢
線
で
は
西
桑
名
駅
付
近
が
奇
跡
的
に
助
か
り

ま
し
た
が
、
桑
名
町
駅
舎
及
び
周
辺
の
線
路
は
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

戦
災
後
の
北
勢
線
の
運
行
状
況
は
不
明
で
す
が
、
暫
く
は
馬
道
と
阿

下
喜
間
の
運
行
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

『
消
え
な
い
夏
の
日
―
桑
名
空
襲
体
験
記
』
、
『
桑
名
の
空
襲
』 

『
２
０
年
の
歩
み
』p44 

た
だ
桑
名
町
～
西
桑
名
間
は
復
旧
の
見
込
み
が
立
た
ず
、
昭
和
二

十
年
八
月
十
三
日
付
で
当
分
の
間
、
運
行
休
止
を
届
け
出
て
い
ま
す
。

そ
の
後
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
休
止
の
届
け
を
出
し
、
さ
ら

に
二
十
二
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
休
止
延
長
を
届
け
、
最
終
的
に

は
二
十
三
年
九
月
二
十
三
日
に
や
っ
と
再
開
し
ま
し
た
。
遅
れ
た
理

由
は
戦
後
の
混
乱
期
で
あ
り
、
資
材
・
人
材
が
不
足
し
た
か
ら
で
す
。

尚
こ
の
再
開
を
契
機
と
し
て
、
桑
名
町
駅
は
桑
名
京
橋
駅
と
改
名
し

ま
し
た
。
こ
の
駅
名
は
一
般
公
募
に
よ
り
、
十
社
村
川
原
の
中
田
恵

さ
ん
の
応
募
に
よ
り
ま
す
。
な
お
戦
後
の
物
価
騰
貴
で
運
賃
も
二
十

三
年
七
月
に
西
桑
名
―
阿
下
喜
間
は
二
五
円
に
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
頃
は
労
働
争
議
も
起
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
運
休
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

「
運
輸
営
業
一
部
休
止
許
可
申
請
ノ
件
」
（
鉄
道
省
文
書
） 

 

「
桑
名
町
・
西
桑
名
間
営
業
休
止
期
限
延
長
認
可
申
請
の
件
」（
鉄
道
省
文
書
） 

 

『
伊
勢
新
聞
』
昭
和
二
三
・
五
・
一
九
、
七
・
一
八
、
九
・
一
九 

 

戦
中
・
戦
後
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
保
全
整
備
に
手
が
回
ら
ず
、
自

然
災
害
や
事
故
も
多
発
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
二
十
五
年
九
月
一
日

か
ら
二
日
に
襲
っ
て
き
た
ジ
エ
ー
ン
台
風
の
洪
水
で
、
員
弁
川
に
架

か
る
坂
井
橋
・
念
仏
橋
・
大
泉
橋
が
流
失
す
る
な
ど
桑
員
各
地
で
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
時
に
北
勢
線
も
大
泉
東
～
阿
下
喜
間
が
不

通
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

『
伊
勢
新
聞
』
昭
和
二
五
・
九
・
三 

戦
後
は
電
力
も
不
足
し
、
運
行
も
十
分
に
行
え
な
い
状
況
で
し
た

が
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
十
八
日
か
ら
当
分
の
間
、
桑
名
京
橋
～
阿

下
喜
間
旅
客
車
一
往
復
、
桑
名
京
橋
～
北
大
社
間
旅
客
車
一
往
復
、

西
桑
名
～
麻
生
田
間
貨
物
車
一
往
復
を
休
止
し
て
い
ま
す
。 

 
 

？ 
 

北
勢
線
最
大
の
事
故
が
起
き
た
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
二

十
五
日
午
前
八
時
十
分
こ
ろ
で
す
。
阿
下
喜
発
桑
名
京
橋
行
き
の
電

車
は
員
弁
高
校
生
ら
を
載
せ
て
超
満
員
で
し
た
。
上
笠
田
駅
の
西
五

〇
〇
㍍
ほ
ど
の
地
点
、
下
り
勾
配
Ｓ
字
カ
ー
ブ
で
、
三
両
編
成
が
脱

線
転
覆
し
、
う
ち
二
両
は
三
㍍
下
に
転
落
し
ま
し
た
。
二
人
が
現
場

で
亡
く
な
り
、
後
日
に
一
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
員
弁

高
校
の
生
徒
で
し
た
。
重
軽
傷
者
は
一
七
二
人
で
、
員
弁
高
校
で
は

全
校
生
の
う
ち
二
〇
％
以
上
に
あ
た
る
一
四
〇
人
余
が
被
害
を
う
け

ま
し
た
。 

 

当
日
の
『
中
部
日
本
新
聞
』
夕
刊
に
よ
り
ま
す
と
、 

「
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
い
た
電
車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

た
た
め
中
央
二
両
目
が
浮
き
上
っ
て
脱
線
、
マ
ク
ラ
木
に
車
輪
を

ひ
っ
か
け
て
転
覆
し
た
た
め
か
、
二
両
目
の
車
輪
は
完
全
に
す
っ

飛
ん
で
事
故
の
は
げ
し
さ
を
物
語
っ
て
い
た
。
ス
ス
キ
の
葉
を
押

し
倒
し
稲
田
の
上
に
グ
ッ
と
つ
き
出
し
た
パ
ン
ダ
グ
ラ
フ
、
マ
ク

ラ
木
は
約
三
十
㍍
に
わ
た
っ
て
も
ぎ
と
ら
れ
、
二
本
の
レ
ー
ル
は

わ
ず
か
に
平
行
を
保
っ
て
い
た
。（
中
略
）
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
連
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休
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
元
気
に
登
校
し
た
息
子
、
娘
た
ち
が

あ
っ
と
い
う
間
に
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
た
の
だ
。
」 

  

二
分
ほ
ど
遅
れ
て
い
た
た
め
、
制
限
時
速
が
二
五
㌔
の
と
こ
ろ
を
、 

三
六
㌔
ほ
ど
を
出
し
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
が
出
過
ぎ
て
い
た
こ
と
、

定
員
過
剰
で
ブ
レ
ー
キ
の
き
き
が
悪
か
っ
た
こ
と
が
直
接
原
因
で
す

が
、
老
朽
化
し
て
い
た
二
両
目
か
ら
脱
線
し
た
こ
と
と
、
現
場
付
近

の
マ
ク
ラ
木
が
大
分
減
っ
て
い
る
こ
と
が
間
接
原
因
と
思
わ
れ
ま
し

た
。
戦
中
戦
後
の
混
乱
で
保
全
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
で
し
ょ
う
。

運
転
手
は
業
務
上
過
失
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
は
バ
ス

に
よ
る
代
行
運
転
し
、
翌
二
十
六
日
午
前
十
一
時
十
一
分
上
笠
田
発

阿
下
喜
行
か
ら
開
通
し
ま
し
た
。 

 

各
社
の
新
聞 

 
 （

六
） 

変
貌
を
遂
げ
た
北
勢
線 

 
 

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
九
月
二
十
六
日
夜
の
伊
勢
湾
台
風

で
桑
名
地
方
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
害
は
主
に
海
岸
部

で
し
た
が
、
内
陸
部
を
通
る
北
勢
線
で
も
二
十
六
日
夜
か
ら
不
通
と

な
り
、
や
っ
と
二
十
九
日
始
発
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。
し
か
し
西
桑

名
駅
付
近
か
ら
国
道
一
号
線
付
近
は
冠
水
が
続
い
て
い
て
、
馬
道
か

ら
阿
下
喜
ま
で
の
運
転
で
し
た
。
全
線
が
開
通
し
た
の
は
、
三
十
日

午
前
十
一
時
三
十
分
で
し
た
。 

 

各
社
の
新
聞 

 

『
２
０
年
の
歩
み
』p139 

 

昭
和
三
十
二
年
に
転
覆
事
故
が
起
き
た
上
笠
田
～
麻
生
田
間
の
魔

の
カ
ー
ブ
の
直
線
化
が
図
ら
れ
、
従
来
線
北
側
の
樹
林
を
切
り
開
い

て
、
五
二
〇
㍍
の
新
線
が
三
十
五
年
十
月
六
日
に
開
通
し
ま
し
た
。 

 

『
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
五
・
一
〇
・
六 

 

昭
和
三
十
六
年
六
月
二
十
四
日
夜
か
ら
降
り
続
い
た
豪
雨
で
、
北

勢
地
方
も
大
き
な
被
害
を
蒙
り
ま
し
た
。
国
道
一
号
線
が
冠
水
し
、

二
十
五
日
午
前
七
時
こ
ろ
か
ら
桑
名
京
橋
～
西
桑
名
間
が
不
通
と
な

り
、
さ
ら
に
二
十
六
日
午
後
二
時
こ
ろ
か
ら
全
線
不
通
と
な
り
ま
し

た
。
北
勢
町
地
内
で
は
土
砂
崩
れ
、
道
床
流
失
が
数
か
所
に
及
び
、

中
で
も
麻
生
田
地
内
で
約
五
〇
㍍
に
わ
た
り
、
道
床
が
流
失
し
て
線

路
が
宙
づ
り
と
な
り
、
七
日
間
の
不
通
と
な
り
ま
し
た
。 

 

『
中
日
新
聞
』
昭
和
三
六
・
六
・
二
六
、
六
・
二
七
、
七
・
四 

 

『
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
六
・
七
・
四 

 

国
道
一
号
線
の
交
通
量
が
増
加
し
て
き
た
こ
と
と
、
水
害
の
た
び

に
冠
水
す
る
な
ど
障
害
が
多
い
た
め
、
西
桑
名
～
桑
名
京
橋
間
は
昭

和
三
十
六
年
十
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。 

 

『
中
日
新
聞
』
昭
和
三
六
・
八
・
二
五 

『
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
六
・
一
〇
・
三
一 

 

昭
和
三
十
七
年
四
月
九
日
に
七
和
に
桑
名
工
業
高
校
が
移
転
開
校

し
ま
し
た
。
翌
十
日
に
は
戦
後
三
度
目
の
全
面
ス
ト
ラ
イ
キ
で
北
勢

線
は
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
桑
名
工
高
は
休
校
と
な
り
、

員
弁
高
校
で
も
入
学
式
を
翌
日
に
延
期
し
ま
し
た
。
な
お
桑
名
工
高

の
開
校
に
よ
る
乗
客
増
に
と
も
な
い
、
七
和
駅
舎
は
約
五
〇
メ
ー
ト

ル
西
に
新
築
さ
れ
、
三
十
八
年
三
月
二
十
三
日
に
移
転
し
ま
し
た
。

同
月
に
は
西
桑
名
駅
も
改
修
さ
れ
、
長
宮
駅
も
す
ぐ
西
に
移
転
し
ま

し
た
。 

 

『
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
七
・
四
・
一
二
、
三
八
・
二
・
二
、
三
・
一
九 
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三
・
二
四 

『
員
弁
町
史
』p965 

 

こ
の
こ
ろ
の
北
勢
線
は
殺
人
的
な
混
雑
ぶ
り
で
、
と
く
に
朝
の
ラ

ッ
シ
ュ
時
に
は
七
和
か
ら
桑
名
へ
向
け
て
は
定
員
の
三
倍
も
詰
め
込

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
ド
ア
が
手
動
で
あ
る
た
め
に
、
夏
の
暑
い
時
は

乗
客
が
勝
手
に
ド
ア
を
開
け
た
ま
ま
運
転
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

『
朝
日
新
聞
』
昭
和
三
九
・
五
・
八 

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
日
本
経
済
全
体
が
高
度
成
長
に
入
り
、

自
動
車
交
通
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
応
じ
て
交
通
体
系
の

改
革
も
求
め
ら
れ
、
三
重
交
通
で
は
合
理
化
の
一
環
と
し
て
昭
和
三

十
九
年
二
月
一
日
か
ら
三
重
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
三
重
電
鉄
）
に

電
車
部
門
を
移
管
し
、
北
勢
線
も
三
重
電
鉄
北
勢
線
と
な
り
ま
し
た
。

同
年
十
月
現
在
の
三
重
電
鉄
の
従
業
員
は
五
九
〇
人
全
員
が
三
重
交

通
か
ら
の
出
向
で
、
う
ち
北
勢
線
関
係
者
は
一
四
九
人
で
し
た
。
同

年
二
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
の
八
カ
月
間
の
北
勢
線
の
乗
車

客
は
三
七
九
万
人
余
で
、
三
重
電
鉄
で
は
最
大
の
人
数
で
し
た
。
さ

ら
に
四
十
年
四
月
一
日
に
三
重
電
鉄
は
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

（
近
鉄
）
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
近
鉄
北
勢
線
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
北
勢
線
は
地
元
資
本
か
ら
完
全
に
離
れ
、
大
阪
資
本
に
組
み
込
ま

れ
、
現
場
と
本
社
と
の
距
離
が
遠
く
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

『
日
本
の
地
方
鉄
道
網
形
成
史
―
鉄
道
建
設
と
地
域
社
会
』p138 

 

桑
名
駅
が
桑
名
市
の
中
心
地
に
な
る
と
と
も
に
、
駅
前
広
場
や
道

路
が
狭
い
た
め
、
昭
和
四
十
年
に
「
桑
名
駅
前
改
良
促
進
期
成
同
盟
」

が
結
成
さ
れ
、
四
十
五
年
に
「
桑
名
駅
前
市
街
地
再
開
発
事
業
」
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
北
勢
線
で
は
、
西
桑
名
駅
が
移
転
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
西
桑
名
駅
に
あ
る
車
庫
（
車
両
基
地
・
整
備
工
場
）
を
移

す
た
め
、
四
十
九
年
に
北
大
社
で
用
地
買
収
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

『
桑
名
市
史
』
続
編p473 

『
中
部
経
済
新
聞
』
昭
和
四
九
・
一
〇
・
六 

 

一
方
北
勢
線
を
近
鉄
本
線
に
乗
り
入
れ
る
計
画
案
は
駅
西
区
画
整

理
が
難
航
し
、
そ
の
た
め
国
鉄
線
に
乗
り
入
れ
る
案
も
検
討
さ
れ
ま

し
た
が
、
国
鉄
が
了
承
せ
ず
、
と
り
あ
え
ず
駅
舎
を
西
へ
約
五
〇
㍍

だ
け
移
す
こ
と
に
し
て
、
仮
駅
舎
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
二
年
一
月
か
ら
仮
駅
舎
の
工
事
が
始
ま
り
、
同
五
月
十
一

日
か
ら
仮
駅
舎
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
国
鉄
駅
も
仮
駅
舎
で
五

十
年
十
月
に
営
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
西
桑
名
駅
舎
も
国
鉄
（
現
Ｊ

Ｒ
）
桑
名
駅
舎
も
仮
駅
舎
の
ま
ま
現
在
ま
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

『
毎
日
新
聞
』
昭
和
五
二
・
一
・
一
七 

 

『
朝
日
新
聞
』
昭
和
五
二
・
一
・
一
九
、
二
・
二
五
、
五
・
一
一 

 

北
勢
線
全
体
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
図
ら
れ
、
昭
和
五
十
二
年
に
車

両
八
両
の
新
造
、
全
車
両
の
自
動
ド
ア
化
と
換
気
装
置
の
設
置
、
西

桑
名
・
馬
道
・
西
別
所
・
蓮
花
寺
・
在
良
・
六
把
野
・
北
大
社
・
楚

原
・
上
笠
田
・
麻
生
田
・
六
石
・
阿
下
喜
の
一
二
駅
で
の
ホ
ー
ム
改

良
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
年
十
一
月
十
七
日
付
の
毎
日
新
聞
で

は
「
田
舎
の
電
車
と
さ
よ
う
な
ら
、
明
る
い
新
車
両
が
好
評
」
と
い

わ
れ
ま
し
た
。
同
年
十
二
月
六
日
に
は
記
念
乗
車
券
も
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
六
年
に
製
造
さ
れ
た
２
２
０
型
車
両
は
平
成
四
年
（
一

九
九
二
）
七
月
二
十
日
ま
で
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
鉄
道
フ
ァ

ン
の
要
望
に
応
え
て
同
年
九
月
十
五
日
ま
で
の
日
曜
日
に
「
さ
よ
な

ら
運
転
」
を
し
て
「
敬
老
の
日
」
を
以
っ
て
引
退
し
ま
し
た
。 

 

『
毎
日
新
聞
』
昭
和
五
二
・
一
・
三
〇
、
一
一
・
一
七 

 

『
朝
日
新
聞
』
昭
和
五
二
・
一
二
・
七
、
平
成
四
・
九
・
五 
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マ
イ
カ
ー
時
代
と
な
り
、
鉄
道
利
用
客
は
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

近
鉄
で
は
合
理
化
を
進
め
て
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
十
五
日
に
六
把

野
、
同
年
七
月
一
日
に
穴
太
、
五
十
三
年
九
月
一
日
に
蓮
花
寺
・
坂

井
橋
・
大
泉
東
・
上
笠
田
・
麻
生
田
、
五
十
四
年
二
月
一
日
に
在
良

駅
を
無
人
化
し
ま
し
た
。
ま
た
五
十
三
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
単
線

自
動
化
と
Ａ
Ｔ
Ｓ
装
置
を
設
置
し
ま
し
た
。
つ
い
で
平
成
四
年
九
月

十
八
日
か
ら
一
日
九
〇
本
の
う
ち
六
六
本
を
運
転
手
だ
け
の
ワ
ン
マ

ン
運
転
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
八
年
四
月
一
日
に
西
別
所
、
十
一
年

十
月
一
日
に
阿
下
喜
、
十
二
年
三
月
一
日
に
馬
道
・
七
和
駅
を
無
人

化
し
て
、
有
人
駅
は
西
桑
名
・
北
大
社
・
楚
原
の
三
駅
の
み
と
な
り

ま
し
た
。 

  

乗
車
客
数
は
昭
和
四
十
年
の
五
五
〇
万
人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
五

十
年
に
は
四
九
五
万
人
と
な
り
、
以
後
加
速
度
的
に
減
少
を
続
け
ま

し
た
。
平
成
十
二
年
に
は
二
〇
三
万
人
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時
の
三
分

の
一
近
く
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
数
値
は
『
三
重
県
統
計

書
』
）
。 

 
 

近
鉄
と
し
て
は
年
間
七
億
円
の
赤
字
路
線
を
維
持
で
き
ず
、
平
成

十
二
年
七
月
三
日
、
北
勢
線
の
廃
止
を
表
明
し
ま
し
た
。
沿
線
自
治

体
・
住
民
な
ど
か
ら
存
続
を
求
め
る
声
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
が
、

近
鉄
は
十
五
年
三
月
末
で
の
廃
止
を
正
式
に
決
め
ま
し
た
。
廃
止
日

が
迫
る
な
か
、
桑
員
地
方
一
市
八
町
で
組
織
す
る
桑
名
・
員
弁
広
域

連
合
で
は
三
岐
鉄
道
株
式
会
社
に
運
行
を
依
頼
し
、
十
四
年
九
月
四

日
に
三
岐
鉄
道
が
引
き
継
ぐ
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

『
北
勢
線
活
性
化
基
本
計
画
』 

 

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
近
鉄
と
し
て
の
運
行
が
終
わ
り
、
翌

四
月
一
日
か
ら
三
岐
鉄
道
北
勢
線
と
し
て
運
行
さ
れ
ま
し
た
。
大
阪

資
本
か
ら
再
び
地
元
三
重
県
内
の
資
本
に
よ
る
経
営
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
地
元
住
民
に
愛
さ
れ
る
鉄
道
と
し
て
再
生
で
き
る
よ
う
に
、

住
民
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
が
進
め
ら
れ
る
中

で
、
北
勢
線
開
業
九
〇
周
年
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。 
 

 

な
お
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
、
大
泉
東
・
長
宮
・

六
石
駅
は
廃
止
さ
れ
、
翌
四
月
一
日
に
大
泉
駅
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
同
十
七
年
三
月
二
十
五
日
を
も
っ
て
、
北
大
社
・
六
把
野
・
坂

井
橋
駅
は
廃
止
さ
れ
、
翌
三
月
二
十
六
日
に
東
員
・
星
川
駅
が
開
設

さ
れ
、
東
員
駅
が
北
勢
線
の
中
心
の
駅
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
従
来

北
大
社
駅
に
あ
っ
た
車
庫
な
ど
は
、
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
ま
し
た
。 
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三
年 

☆
「
北
勢
線
存
続
と
ま
ち
づ
く
り
活
動
―
ロ
ー
カ
ル
線
存
続
の
意
味
と
そ
の

後
」
水
元
円
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
社
会
福
祉
科
卒
業
論
文
）
二
〇
〇

四
年 

  

表
紙
の
ス
ケ
ッ
チ
は
い
な
べ
市
員
弁
町
に
あ
る
「
六
把
野
井 

水
拱
橋
（
ね
じ
り
橋
）
」（
六
頁
参
照
）
。
集
山
一
廣
（
北
勢
線

の
魅
力
を
探
る
会
会
員
）
さ
ん
に
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

二
〇
〇
四
年
六
月
二
七
日 

発
行 

 

著
者 

 

西 

羽 
 

晃 
 

 
 

 

（
桑
名
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
） 

 

発
行 

 

桑
員
ふ
れ
あ
い
の
道
協
議
会 

 
 

 
 

（
み
え
歴
史
街
道
構
想
桑
名
・
員
弁
地
域
推
進
計
画

策
定
協
議
会
） 

 

事
務
局 

四
日
市
市
新
正
四
日
市
市
新
正
四
―
二
一
―
五 

 
 

 
 

 
 

三
重
県
北
勢
県
民
局
生
活
環
境
森
林
部
内 

  

（
こ
の
文
は
二
〇
〇
四
年
六
月
二
七
日
発
行
に
一
部
追
加 

訂
正
し
ま
し
て
、
二
〇
〇
五
年
七
月
三
〇
日
に
書
き 

改
め
た
文
で
す
） 

 
 

 


